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と
ろ
と
ろ
と
上
火
燃
え
つ
つ
わ
が
寒
き

二
千
の
泥
の
乾
き
来
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水
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、
②
　
　
第
5
5
回
牧
水
祭
が
、
牧
水
生

　
　

　
．
彿
盟
　
誕
1
2
0
周
年
を
迎
え
た
今
年

　
蜘
馬
　
も
牧
水
の
命
日
9
月
1
7
日
（
土
）

　
　
　
　
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

傭
　
　
　
　
　
稲
穂
が
熟
れ
染
め
た
牧
水
の
里

　
　
　
　
坪
谷
を
見
渡
す
牧
水
歌
碑
で
は
、

　
　
　
　
尾
鈴
短
歌
会
会
長
東
村
吉
市
さ

　
　
　
　
ん
の
朗
詠
の
中
、
巫
女
を
務
め

　
　
　
　
た
坪
谷
中
学
校
の
稲
田
さ
ち
か

　
　
　
　
さ
ん
、
稲
田
ち
ひ
ろ
さ
ん
に
続

　
　
　
　
い
て
牧
水
顕
彰
会
長
、
若
山
家

　
　
　
　
親
族
代
表
、
関
係
者
の
方
々
が
次
々

●
　
　
　
　
に
献
酒
を
行
い
、
お
酒
を
こ
よ

　
　
　
　
な
く
愛
し
た
牧
水
を
偲
び
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
そ
の
後
、
牧
水
公
園
ふ
る
さ

霊
　
　
　
　
と
の
家
で
は
牧
水
祭
短
歌
コ
ン

　
　
　
　
ク
ー
ル
、
若
山
牧
水
短
歌
ス
ペ

　
　
　
　
シ
ャ
ル
入
選
者
表
彰
、
並
び
に

敦　
　
　
　
伊
藤
一
彦
若
山
牧
水
記
念
文
学

　
　
　
　
館
館
長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

　
　
　
　
ま
し
た
。
終
了
後
は
恒
例
の
煮

　
　
　
　
し
め
料
理
を
囲
ん
で
の
懇
談
会

　
　
　
　
で
牧
水
談
義
に
暫
し
の
時
間
を

敦霊生■1206
罐畿伊

宮
崎
市

日
向
市

宮
崎
市

延
岡
市

日
南
市

日
南
市

宮
崎
市

日
向
市

延
岡
市

長
野
律
子

高
橋
弘
文

清
　
紀
代
子

松
田
　
　
朗

上
原
妙
子

山
脇
恵
乙
子

松
元
雅
子

黒
木
伊
知
緒

渡
辺
ひ
ろ

信
濃
な
る
小
諸
に
買
ひ
し
灰
皿
に

秋
の
狭
問
の
牧
水
の
歌

東
郷
町
　
柊
　
俊
、
郎

延
岡
市
　
岩
切
育
美

M
R
T
ラ
ジ
オ
若
山
牧

水
短
歌
ス
ペ
シ
ャ
ル
入

選
者

　
平
成
1
5
年
9
月
か
ら
東
郷
町

と
M
R
T
ラ
ジ
オ
の
共
同
で
毎

週
土
曜
日
、
「
若
山
牧
水
短
歌
ス

ペ
シ
ャ
ル
」
（
選
者
伊
藤
一
彦
氏
）

が
M
R
T
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
　
一
般
投
稿
歌
を
対

象
に
一
週
間
単
位
で
選
歌
を
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
昨
年
9

月
放
送
分
か
ら
今
年
9
月
放
送

分
ま
で
の
各
週
に
お
い
て
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
の
中
か

ら
次
の
9
名
の
作
品
が
年
間
賞

に
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

◎
年
間
最
優
秀
賞

　
雑
巾
を
縫
う
針
先
で
頭
掻
く

牧
水
祭
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
入
選
者

　
今
回
の
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、

高
校
生
の
部
に
一
、
1
8
3
首
、

一
般
の
部
に
5
9
4
首
の
応
募

が
あ
り
、
次
の
方
々
が
入
選
さ

れ
ま
し
た
。

高
校
生
の
部

◎
天
位

　
死
に
た
い
と
思
う
瞬
間
腹
が

　
な
る
気
を
取
り
直
し
飯
を
食
う

　
　
宮
崎
工
業
高
等
学
校

　
　
　
　
　
岩
田
明
子
（
ひ
ろ
み
）

◎
地
位

　
夏
の
日
の
金
魚
の
心
が
分
か

　
ら
な
い
金
魚
も
私
の
心
を
知

　
ら
な
い
．
，

　
日
向
高
等
学
校
鶴
田
真
理

◎
地
位

　
公
式
に
蛍
光
マ
ー
カ
ー
を
引

母
の
仕
草
を
わ
れ
も
し
て
お
り

　
　
日
向
市
高
木
敏
子

◎
優
秀
賞

　
こ
の
つ
ぼ
み
知
る
人
は
な
し

　
ひ
っ
そ
り
と
日
向
ぼ
っ
こ
す

　
わ
れ
の
と
な
り
で

　
　
　
木
城
町
　
河
野
真
智
子

仏
壇
の
ひ
と
り
ひ
と
り
に
声

を
か
け
今
日
も
普
段
の
朝
が
は

じ
ま
る

　
　
延
岡
市
　
曽
根
崎
鉄
男

岩田明子さん高木敏子さん

◎
入
選

　
文
字
書
け
ず
え
ん
ぴ
つ
ば
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
り
削
っ
て
る
一
年
生
に
な
り

　
た
て
の
君

　
　
　
北
郷
村
　
中
田
友
子

夜
神
楽
の
太
鼓
に
誘
わ
れ
↓

人
来
て
ほ
し
ゃ
ど
ん
の
舞
に

亡
き
父
を
み
る

　
　
北
郷
村
　
戸
高
玉
子

く
よ
う
に
色
を
つ
け
ま
す
あ

な
た
の
と
こ
だ
け

延
岡
高
等
学
校
　
甲
斐
奈
々
美

◎
人
位

　
い
つ
の
日
か
私
が
お
ば
あ
に

　
な
っ
た
と
き
孫
に
見
せ
た
い
バ

　
ス
ケ
部
時
代

　
　
日
向
高
等
学
校
　
栗
山
弘
子

さ
よ
な
ら
は
簡
単
だ
け
ど
そ

の
後
に
さ
み
し
い
気
持
ち
あ

ふ
れ
て
く
る
よ

富
島
高
等
学
校
　
落
合
彩
乃

さ
み
し
い
と
素
直
に
い
え
な

い
人
間
（
ぼ
く
た
ち
）
は
傷

を
増
や
し
て
大
人
に
な
っ
て

く　
延
岡
高
等
学
校
　
阿
部
紫
織

◎
佳
作

　
都
農
高
等
学
校

　
日
南
学
園
高
等
学
校

　
日
向
高
等
学
校

　
日
向
高
等
学
校

　
日
向
高
等
学
校

　
日
向
高
等
学
校

北
野
裕
貴

浅
井
香
澄

本
宮
愛
美

児
玉
兼
輝

黒
木
明
日
香

黒
木
真
央

都
城
泉
ヶ
丘
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
宮
元
里
瑠

富
島
高
等
学
校

延
岡
学
園
高
等
学
校

延
岡
学
園
高
等
学
校

延
岡
学
園
高
等
学
校

日
向
工
業
高
等
学
校

田
原
亜
里
沙

岡
田
圭
史

橋
倉
孝
旗

宇
宿
里
紗

甲
斐
翔
太

「
愛
し
て
る
」
魔
法
に
か
け
ら

れ
二
十
年
こ
の
頃
少
し
解
け
て

き
た
か
も

　
　
西
都
市
　
黒
木
美
香

頑
張
れ
と
言
え
ぬ
心
の
も
ど

か
し
さ
友
は
明
る
き
笑
顔
返

し
ぬ

　
　
延
岡
市
　
吉
岡
志
津
香

地
の
太
鼓
天
に
も
聞
こ
ゆ
夜
神

楽
の
月
夜
に
映
す
神
々
の
舞

　
　
宮
崎
市
　
桐
林
ゆ
か
り

真
二
つ
に
切
り
し
カ
ボ
チ
ャ

の
朱
の
色
昇
り
始
め
た
太
陽

の
ご
と
し

　
　
北
方
町
　
松
田
和
子

延
岡
高
等
学
校

宮
崎
商
業
高
等
学
校

宮
崎
商
業
高
等
学
校

宮
崎
商
業
高
等
学
校

宮
崎
商
業
高
等
学
校

宮
崎
商
業
高
等
学
校

日
向
高
等
学
校

日
向
高
等
学
校

藤
江
紗
希

日
高
奈
津
美

落
合
　
　
唯

高
山
麻
海

鈴
木
あ
ゆ
美

大
和
悠
里
江

永
野
め
ぐ
み

黒
木
麻
莉
恵

一
般
の
部

◎
天
位

　
三
十
年
前
の
ア
ル
バ
ム
ひ
も

　
と
け
ば
飛
び
出
す
飛
び
出
す

　
若
い
命
た
ち

　
　
　
　
門
川
町
　
水
永
玲
子

◎
地
位

　
亡
骸
は
金
色
の
粉
と
な
り
果

　
つ
る
名
さ
え
知
ら
な
い
小
さ
き

　
羽
虫

　
　
　
西
郷
村
　
甲
斐
弥
千
代

水永玲子さん

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

健
や
か
に
一
世
紀
生
き
し
夫

お
だ
や
か
に
恐
れ
も
忘
れ
お

迎
え
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

我
が
家
は
土
砂
危
険
区
避
難

所
の
時
の
進
ま
ぬ
長
き
終
日

　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

あ
ち
こ
ち
に
群
れ
咲
き
揺
れ

る
彼
岸
花
こ
ほ
ろ
ぎ
の
声
夕

べ
は
澄
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

ホ
ー
ム
ラ
ン
打
ち
し
拳
に
気

魂
見
ゆ
青
春
の
汗
額
に
流
る

　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

久
々
に
潤
う
稲
を
見
つ
め
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
た

今
日
の
日
記
に
慈
雨
と
認
む

　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

い
つ
く

慈
し
む
心
あ
ら
ば
実
を
つ
け

　
こ
た

し
応
ふ
る
と
あ
る
本
を
読
み

か
え
す

　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

　
　
　
　
　
　
　
つ
ん
ざ

寝
も
や
ら
ず
闇
を
壁
く
台
風

の
音
に
お
び
え
つ
た
だ
去
る

を
待
つ

　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

◎
地
位

　
噴
く
山
の
こ
な
た
緑
の
茂
り

　
み
る
噴
か
ざ
る
山
は
な
だ
め
の

　
役
か

　
　
佐
土
原
町
　
日
早
木
立
士

◎
人
位

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ぬ

　
日
は
店
に
い
て
客
な
き
時
を

　
夫
と
語
ら
ふ

　
　
　
　
北
浦
町
　
藍
田
寿
子

土
産
屋
に
新
茶
ど
う
ぞ
と
も

て
な
さ
れ
気
持
ち
新
た
に
夫

婦
岩
見
る

　
　
　
北
川
町
　
上
田
高
恵

二
、
半
片
花
び
ら
散
り
し
山
桜

机
上
に
あ
れ
ば
空
し
か
ら
ざ
る

　
　
　
宮
崎
市
　
田
口
　
豊

◎
佳
作

　
門
川
町

　
北
浦
町

　
日
向
市

　
宮
崎
市

北
田
六
角

浜
田
　
　
弘

榊
野
典
子

桝
田
紀
子

改
築
の
牧
水
生
家
に
く
ち
な
し
の

花
の
匂
い
て
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
く

東
郷
町
東
村
古
市

延
岡
市

門
川
町

宮
崎
市

西
都
市

菊
池
節
子

永
田
ツ
ヤ
ノ

三
原
寿
彦

山
本
日
出
雄

台
風
の
豪
雨
降
ら
す
温
暖
化

開
発
進
み
て
保
水
力
な
し

　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

東
郷
町
を
テ
レ
ビ
で
見
た
と

電
話
く
る
る
東
京
、
千
葉
、

名
古
屋
と
友
の
言
葉
に
涙
す

　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

ま
ぼ
ろ
し
と
な
り
て
野
に
咲

　
お
み
な
え
し

く
女
郎
花
畑
に
育
て
て
可
憐

さ
の
な
し

　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

陸
且
つ
る
竜
飛
崎
の
集
落
に

太
宰
治
の
文
学
碑
建
つ

　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

光
な
き
身
と
な
り
し
友
な
ぐ

さ
む
と
思
ふ
も
つ
ら
く
会
う

を
た
め
ら
ふ
　
佐
藤
鈴
子

　
　
ひ
ぐ
ら
し

裏
山
に
蝸
暗
け
ば
夏
の
陽
の

暑
き
ひ
と
日
は
静
か
に
沈
む

　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男
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働祉日向市社会福6東郷町

　
1
0
月
6
日
（
木
）
、
日
向
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
日
向
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
「
合
併
調
印

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
調
印
式
に
は
、
特
別

立
会
人
と
し
て
小
林
理

教
東
郷
町
長
、
黒
木
健

二
日
向
市
長
が
、
来
賓

と
し
て
宮
崎
県
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
長
、

東
臼
杵
福
祉
事
務
所
長
、

東
郷
町
議
会
議
長
、
日

向
市
議
会
議
長
ら
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
は
、
日
向
市
社
協
事
務
局

長
が
こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議
の
経
過
を

報
告
し
、
東
郷
町
社
協
の
黒
木
九
一
会

長
と
日
向
市
社
協
の
弓
削
哲
郎
会
長
が

合
併
契
約
書
及
び
合
併
協
定
書
に
署
名

押
印
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
特
別
立
会

人
の
両
首
長
が
契
約
書
に
署
名
を
行
い

終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
は

法
制
度
上
2
月
2
4
日
に
解
散
と
な
り
、

2
月
2
5
日
か
ら
は
現
在
の
事
務
所
を
新

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
総
合
的
な
事
務

を
取
り
扱
う
支
所
と
し
て
存
続
し
、
今

後
も
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
地
域
に

根
付
い
た
社
協
と
し
て
新
市
の
住
民
が

安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
福

祉
の
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

広
域
計
画
を
改
定
す
る
に
あ
た
り
　
　
　
、
嚢
翻
鋼
遡
測

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
た
「
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
」
や
「
火
葬
場
」
、

「
し
尿
処
理
施
設
」
　
「
ご
み
処
理
施
設
」

の
4
施
設
の
管
理
な
ど
の
事
務
に
つ
い

て
は
、
日
向
入
郷
地
域
の
8
市
町
村
で
、

日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
（
所
在
地

…
日
向
市
）
を
設
置
し
、
協
力
し
て
運
営

を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
広
域
連
合
で
は
、
平
成
1
8
年
度

か
ら
平
成
2
2
年
度
ま
で
の
5
年
間
の
広

域
連
合
の
指
針
と
な
る
次
期
広
域
計
画

の
策
定
作
業
を
、
関
係
市
町
村
の
担
当

課
長
等
で
組
織
す
る
広
域
計
画
策
定
等

委
員
会
で
進
め
て
い
ま
す
。

　
広
域
連
合
で
は
、
近
く
広
域
計
画
（
案
）

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　
平
成
1
7
年
1
1
月
1
0
日
～
1
1
月
3
0
日

○
募
集
方
法

①
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
郵
送
、

F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
等
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

②
「
広
域
計
画
（
案
）
」
は
、
広
域
連
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
す
る
ほ
か
、

役
場
住
民
課
で
配
布
し
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
ぎ
で
　
＼
＼
≦
≦
≦
’
〔
ξ
ξ
⊆
σ
。
p
■
邑
k
§
互
℃
＼
『
睾
σ
q
。

○
提
出
先
及
び
お
問
合
せ
先

　
日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
事
務
局
総
務
係

　
〒
8
8
3
1
0
0
3
4

　
日
向
市
大
字
富
高
2
1
9
2
番
地

　
電
　
話
5
3
1
3
4
0
1

　
F
A
X
5
2
1
7
8
8
9

　
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
「
雪
σ
q
。
◎
ξ
⊆
σ
q
ロ
。
ξ
急

○
町
担
当
課

　
住
民
課
　
電
話
6
9
1
3
9
0
2

台
風
災
害
に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
の
．

免
除
申
請
に
つ
い
て

　
床
上
浸
水
等
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
で
、

被
害
金
額
（
保
険
金
等
に
よ
り
補
充
さ

れ
た
金
額
を
除
く
）
が
財
産
価
格
の
お

お
む
ね
2
分
の
1
以
上
の
損
害
を
受
け

た
方
は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
下

記
の
期
間
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

○
免
除
対
象
期
間
平
成
1
7
年
8
月
～
平

成
1
8
年
6
月

○
必
要
書
類
　
　
罹
災
証
明
書

　
罹
災
状
況
申
立
書
（
罹
災
証
明
書
で

は
損
害
の
程
度
が
不
明
の
場
合
、
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

○
お
問
合
せ
先
　
住
民
課
住
民
年
金
係

電
話
6
9
1
3
9
0
2

91●圃罰劇
，
＝貫

n
・器

……
E
・．

＝
■一＝

胃
＝

亀

●
……量確・蓋琵

●
劉
動寵醗

　
9
月
1
8
日
（
日
）
町
内
各
中
学
校
、
9

月
2
5
日
（
日
）
町
内
小
学
校
で
運
動
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
1
0
月
7
日
（
金
）
に
は
、
第

25

�
結
ｽ
町
内
小
学
校
合
同
運
動
会
が

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
町
内

5
校
か
ら
小
学
5
、
6
年
生
　
約
1
2

0
人
（
坪
谷
小
は
4
年
生
か
ら
）
が
一

堂
に
会
し
、
1
0
0
メ
ー
ト
ル
走
や
帯

留
一～

噸

久
走
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
の
競

技
に
元
気
い
っ
ぱ
い
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
各
校
児
童
の
声
援
が
飛
び
交
う
中
、

大
会
新
も
飛
び
出
す
な
ど
東
郷
町
と
し

て
最
後
の
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
意
欲
あ

ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

※
大
会
新
記
録
　
百
厨
走
　
1
3
秒
7

　
　
　
長
池
城
磨
（
福
瀬
小
6
年
）

－
護
．

当．
慧

■

91●・●
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G臨誉魑

像
璽
捲
電

住良いまち

や
す
ら
ぎ
館

含
6
9
－
3
3
6
7

　
本
町
で
は
、
健
康
で
誰
も
が
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
協
議
を
平
成
1
4
年
度
か
ら
町
内
の
1
7
団
体

の
委
員
と
役
場
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
と
で
構
成
さ
れ
た
「
す
こ
や
か
東
郷
を
つ
く
ろ
う
会
」
を
中
心
に
行
い
、
平
成
1
7
年
3
月
に
「
す
こ

や
か
東
郷
2
1
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
す
こ
や
か
東
郷
を
つ
く
ろ
う
会
」
で
は
、
栄
養
・
運
動
・
休
養
・
医
療
の
4
部
会
に
分
か
れ
、
部
会
別
に
ま
ち
の
現
状
を
把
握

し
、
住
民
の
生
活
行
動
レ
ベ
ル
に
添
っ
た
課
題
を
抽
出
し
、
旦
ハ
体
的
目
標
を
決
め
、
今
後
「
す
こ
や
か
東
郷
2
1
計
画
」
に
添
っ
た
取
り
組
み
　
　
・

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

みんないきいき

健康生活

若
い
世
代
か
ら
基
本
健
診
・
が
ん
検
診
を
受

け
る

○
健
康
に
関
心
を
持
ち
毎
年
1
回
健
診
で
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認

　
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
必
要
時
に
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る

・●冒
■
曹

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
と
う
ま
く
付

き
あ
う
こ
と
が
で
き
る

○
生
活
習
慣
病
を
見
直
し
、

　
と
が
で
き
る

病
院
と
の
信
頼
関
係
を
持
て
る
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
一
つ
持
つ

○
健
康
に
つ
い
て
気
軽
に
医
師
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る

0
ま
ち
の
医
療
機
関
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

韮’邸
……

E

こころの健康、

家族の幸せ

家
族
で
支
え
あ
う
こ
と
が
で
き
る

○
家
族
の
団
ら
ん
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
人
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
こ
と
が
で

　
き
る

O
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

一
一
圃

…圭

ふ
れ
あ
い
の
な
か
で
仲
間
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る

鳴

…藤

○
笑
え
る
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

0
隣
近
所
で
支
え
あ
う
こ
と
が
で
き
る

0
牧
水
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

0
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
無
理
の
な
い
お
付
き
合
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

醗遡

11

x

手
軽
に
運
動
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る

○
学
校
施
設
が
整
備
さ
れ
、
い
つ
で
も
利
用
で
き
る

○
地
区
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
る

○
や
す
ら
ぎ
館
で
は
い
つ
で
も
健
康
や
運
動
に
つ
い
て
相
談
で
き
る

顕樋額

家族と仲間と笑顔で健康

楽しく運動、

いきいき健康

。●

家
族
や
仲
間
と
楽
し
く
運
動
が
で
き
る

○
家
族
や
仲
間
と
楽
し
く
運
動
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

○
職
場
で
健
康
体
操
が
で
き
る

○
生
涯
学
習
教
室
や
サ
ー
ク
ル
で
楽
し
く
運
動
を
す
る

謡勘≡謬畦

誰
も
が
い
つ
で
も
気
軽
に
運
動
が
で
き
る

おいしい食事が元
気の源、食べて笑顔
でみんないきいき

○
身
体
の
不
自
由
な
方
も
自
宅
で
簡
単
な
体
操
が
で
き
る

○
昼
一
閤
で
も
気
軽
に
運
動
が
で
き
る

0
適
正
体
重
の
た
め
に
運
動
す
る

○
継
続
的
に
自
分
に
あ
っ
た
運
動
を
す
る

ふ
る
さ
と
の
味
を
感
じ
伝
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
る

○
ふ
る
さ
と
の
昧
を
伝
承
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

簾■

す
ご
や
か
な
体
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

○
す
べ
て
の
年
代
で
食
育
に
つ
い
て
考
え
、

　
き
る

○
無
理
な
く
減
塩
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
楽
し
く
減
量
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

実
践
す
る
こ
と
が
で

’

お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

○
お
い
し
い
料
理
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

0
旬
の
食
材
を
知
り
、
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

槻頓皿匿



伊響町 rわくわく食育講座』が開講しました！！

　今年度から東郷中学校の1年生を対象に「わくわく食育講座」が開講されました。これは、すご

やか東郷21計画の中にも入っている計画で、すごやかな体作りをするために子供のころから食の

大切さを学び、実践できるようになろうと始まった事業です。町内の様々な事業所や団体の方々

が講師となりながら進めていき、子供たちへ食や健康の大切さを伝えていきます。興味のある方は、

授業を見学に来てみませんか？

【お問合せ先】

　保健福祉課保健係　電話69－3367・東郷中学校　電話69－2008

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カリキュラム

回 時間 月　　日 内　　　　　　　　　容 講　　　師

1 50分

10／13（木）

P5：00～16：00

チャレンジ！　野菜作り

@～冬の野菜を育てよう～

JA日向

結ｽ町SAP連絡協議会

2 50分
10／20（木）

P4：10～15：00

「わくわく立憲講座」がはじまるよ！

注N日本21って何？

mっていますか？　すこやか東郷21計画

町栄養士

ｬ保健師

3 50分
ll／10（木）

P5：10～16：00

．あなたは痩せすぎていない？

aMI25はイエローカード！

町栄養士

wルスメイト

4 50分
　　　　　しP1／18（金）

P5：10～16：00

あなたは朝ごはん食べてる？（欠食・間食） 学校栄養職員

5 50分
11／24（木）

P5：10～16：00

みんなで遊ぼう！

`身体を動かして、リフレッシュ～

東郷町体育指導員

6 50分
12／1（木）

P5：10～16：00

こんな生活していない？（孤食、あいさつ、マナー） 町栄養士

wルスメイト

7 100分
12／22（木）

P0：35～12：25

育てた野菜で料理を作ろう！

i調理実習）

町栄養士
wルスメイト
iA日向

8 50分
1／11（水）

P3：50～14：40

体の仕組みについて学ぼう！

ﾎ食ってなあに？

町保健師

ｬ栄養士

9 100分
1／17（火）

P4：00～16：00

地域の高齢者へ郷土料理を届けよう！（調理実習） 東郷町地場産業振興会

10 50分
1／26（木）

P5：10～16：00

自分の食事で確認しよう！

ｱれからの自分にできることってなあに？

C了証の授与

学校栄養職員

ｬ栄養士

wルスメイト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【合計】10講座（12時間）
O●一〇●一〇●『0●一◎●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一Q●＿0●＿O●＿O●＿O●

☆
平
成
1
7
年
度
　
第
5
3
回
宮
崎
県

畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
1
頭
出

品
し
て
い
ま
す
。

　
種
類
　
3
類
（
親
子
セ
ッ
ト
の
部
）

　
庭
田
　
黒
木
幸
男

　
ま
み
8
8
号
　
優
等
賞
弐
席

　
部
位
賞
　
前
駆
の
部

’F

　
9
月
期
東
臼
杵
郡
市
子
牛
セ

リ
市
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
3
8

頭
出
場
し
て
い
ま
す
。
児
湯
畜

連
で
は
1
0
月
期
子
牛
共
進
会
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
績
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
3
8
頭

　
雌
平
均
　
5
0
0
、
2
2
9
円

　
去
勢
平
均
5
3
1
、
2
3
4
円

　
合
計
平
均
5
1
3
、
2
8
4
円

最
高
額
【
雌
の
部
】

　
福
瀬
　
高
尾
ふ
さ
美
　
た
か
あ
き
3
8
号

　
血
統
　
安
平
・
糸
弘
2
・
糸
秀

　
2
8
2
日
令
　
3
3
2
㎏

　
　
　
　
　
7
3
9
、
2
0
0
円

【
去
勢
の
部
】

　
坪
谷
　
矢
野
義
美
　
貴
子
－
号

　
血
統
　
糸
北
国
・
安
平
・
隆
桜

　
2
9
7
日
令
　
3
0
7
㎏

　
　
　
　
　
6
0
9
、
0
0
0
円

児
湯
郡
市
子
牛
共
進
会

【
雌
子
牛
の
部
】

　
寺
迫
　
海
野
　
直

　
あ
き
ま
つ
み
1
0
号
　
弐
等
賞

’「 ．．・； c　　．　　匿 　の　イロじ
・．・ @　．　　蔭F4y貫≡ ●・@●●　．

畜
渥
だ
透

11月地区巡回健康相談

G翻輸遡
11月の行事予定表

期日 会　　場 受付時間 期　日　　場　　　所　　受付時間

大谷地区営農研修センター 9：00～9：15
乳児健康診査

2日（水） 9日（水）やすらぎ館　12：30～13：00

小野田多目的集会施設 11：00～11：15

3歳児健康診査
7日（月） や　す　ら　ぎ　館 9：30～10：00 9日（水）やすらぎ館　13：00～13：30

山ノロ集落センター 9：30～9：45 さくらんぽの会
11日（金）

落　鹿　公　民　館 11：00～11：15 16日差水）やすらぎ館　　10：30

いきいき元気塾
中　尾　公　民　館 9：30～9：45

22日（火）やすらぎ館1　9：3015日（火）

庭　田　公　民　館 11：00～11：15

リハビリ教室

福．瀬下村公民館 9：00～9：15 24日（木）シルバーセンター　　10：30
18日（金）

鳥　川　公　民　館 11：00～11：15

1人当たり医療費（平成17年3月～平成17年5月）単位、円

中野原営農センター 9：00～9：15

東　郷　町25日（金）
市町村平均

中野原1地区コミュニティセンター 11：00～11：15 1人当たり医療費順位

長　崎　集　会　所 9：30～9：45 一般
60，207　：20　　　｛

56，743

退職 96，102　119 92，927
29日（火）

日　田尾集会所 11：00～11：15

老　健 197，352　i18 202，187

広瀬生活改善センター 13：15～13：30

合　計 106，943　：13 99，765

住民基本健診、子宮がん検診のご案内

　平成17年度町の住民集団健診は終了しましたが、下記

検診を受診されていない方は、個別健診を受けることが

できます。希望される方は直接医療機関に予約をして受

診してください。

　1年に1回は健康診査を受け、自分の健康状態を把握’

し健康な体を維持しましょう。

　なお、受診料は当日医療機関にお支払いください。

検診の種類と対象者 医　療　機　関 電話番号

東郷町国民健康保険病院 69－2013
基　本　健　診
@（19歳以上）

ｹ部X線撮影
i40以上の方）

O立腺がん検診
i50歳以上の方）

三　　股　　病　　院 58－0034

青柳内科循環器科 69－3611

二　　木　　医　　院 54－4468

渡　　辺　　病　　院 57－101！

子宮がん検診
i20歳以上の方）

柳　田　産　婦　人　科 52－2950

塩田産婦人科医院 53－7788

お問合せ先：役場保健福祉課保健係　電話69－3367

躍　階鑑・　＝＝・禽　　圭≡

肺がん検診（ヘリカルCT）のご案内

　肺がん検診（ヘリカルCT）を下記の日程で実

施します。

　節目年齢（40・45・50・55・60歳）を迎えられる方、

タバコを吸っている（吸っていた）方を優先し案内

をしております。検診を希望される方は、時間予

約制となりますのでお早めにお申し込みください。

　この機会にぜひ受診され、今後の健康管理に

お役立てください。

期日：11月11日（金）

受診時間：午前9時～午後2時

検診場所：保健福祉課（やすらぎ館前）

受診料：2，500円

検診期間：宮崎県健康づくり協会

その他：先着70名で締め切らせていただきます。

●予約先及びお問合せ先：

　役場保健福祉課保健係　電話69－3367

　　献血にご協力ください

期　　日　11月22日（火）

受付時間　10：00～11＝30

　　　　　12：30～15＝00

会　　場　役場前玄関

＝＝。幣…』　　龍　L・盲i 。・ @●●　．
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團國圖一団■陰　　今年4月1日開館した若山牧水記念文学館はすでに5，000名が来館し、東

郷町が生んだ若山牧水・高森文夫両詩歌人の作品に親しみました。

　　文学館では秋の特別企画として10月10日から下記の展示会を開催します。

　　ぜひご来館頂き、文化の秋に親しんでください。

傭細ζ表簿焦泣②世堺』嬢
　昭和7年8月…　九州の旅の終わりに、まるで女

の子かなんかのように別れを惜しみ、くどくどと東

京での再開を約束し、車窓からほとんど半身を乗り

出して、子どものように手を振りながら遠ざかって

いった中原中也…　（高森文夫「忘れえぬ人」より）

　　詩人中原中也の無二の親友

　　　　　　「含差の詩人高森文夫」

　詩壇の巨匠日夏歌之介にその才能を高く評価さ

れ、将来を期待されるも、4年間のシベリア抑留生

活の後は東京から遠く故郷の地「東郷町」に身を置

き、目立つことを避けた高森の詩情の世界に私た

ちが出会う機会は皆無であった。

　高森文夫が遺した知られざる高雅な詩篇の数々

をパネル展示する「高森文夫拝情詩の世界」を12

月28日（水）まで開催します。

　深み行く秋の一日、立原道造、中原中也から続く

好情詩の正統な後継者高森文夫の宝玉の詩に親

しんでください。

展示会場：若山牧水記念文学館

開館時間：午前9時～午後5時

　　　　　（最終入館　午後4時30分）

休館日：毎週月曜日〔祝祭日は開館〕

　　　　　12月29日～1月4日

入館料：大　人300円
　　　　小中学生　100円

●お問合せ先：若山牧水記念文学館

　電話0982－68－9511
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　陶乳夏携牧繊彰②歴衷
検証・「旧牧水記念館建調r牧水生家保存」

に立ち上がった人々展

　昭和42年11月3日文化の日、旧牧水記念館は開

館しました。

　牧水生家の保存運動に端を発したこの事業は、

時の県知事黒木博引の「宮崎県の生んだ日本の歌

人だから、後世に残ることをなさδてはどうですか。」

の一言で記念館建設へと大きく動き出す。

　東郷町全世帯参画に導くと共に、県内はもとよ

り全国を網羅した協賛会組織を立ち上げ、強力な

募金活動を展開し、川端康成揮毫による「牧水記

念館」の看板も誇らしげに、見事開館にこぎつけた。

この牧水顕彰に懸ける凄まじい執念は、今でも驚

嘆に値する。

　今一度、先人の活動を紐解き、偉業を再確認す

るため「牧水記念館ができるまで。」と題した企画

展を11月30日（水）まで開催しています。
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島回
平成117年度「牧水の里の秋祭り」

　　一般作品展出展作品募集！！

展示日程　11月5日（土）・11月6日（日）

会　場東郷町鶴野内道の駅「さくら館」

作品搬入　11月4日（金）午後2時から午後4時

作品搬出　11月6日（日）午後3時から午後4時

申込先東郷町教育委員会文化振興係（T肌69－3367）

　　　　　出品される方は、事前にお申し込みを

翼
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富
，
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曳

伽縮糊酒捌
　　　　インフォメーション

ソフトテニス大会参加者募集11

日　時平成17年11月13日（日）
　　　　　※雨天中止
　　　　　　開会式8時30分試合開始9時

会場牧水公園テニス場
種目一般男子35歳未満の部
　　　　　　　　　　35歳以上の部
　　　　　一般女子　35歳未満の部
　　　　　　　　　　35歳以上の部
　　　　　※年齢は平成18年4月1日現在とする。

参加資格　東臼杵郡内在住言及び大会事務局が認め
　　　　　た者。

参加料500円（一人）
使用球主催者で準備する。
申込方法　個人又は各団体の代表者がとりまとめの
　　　　　うえ申し込むこと。
　　　　　〒8a3－O192　東郷町大字山陰丙1325－1

　　　　　東郷町教育委員会
　　　　　　ふれあいソフトテニス大会事務局
　　　　　　電　　言舌　6　9－3　9　0　9

　　　　　　FAX　69－2807
申込締切　平成17年11月4日（金）

お問合せ先

　　　　　東郷町教育委員会　電話69－3909

11

獅
ﾍ
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

　
子
ど
も
は
、
親
の
所
有
物
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
親
や
大
人
が
「
し
つ
け
」
と
い
う
理
由
で

行
っ
て
い
る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
に

著
し
い
苦
痛
を
与
え
る
行
為
や
子
ど
も
の

成
長
に
悪
影
響
を
与
え
る
行
為
は
虐
待
で

す
。
大
切
な
こ
と
は
、
子
ど
も
の
視
点
・
立

場
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
社
会
か
ら
虐
待
を
な
く
す
た
め
に
も
、
「
他

の
子
の
こ
と
だ
か
ら
」
と
無
関
心
で
い
る
の
で

は
な
く
、
少
し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
迷
わ
ず
関
係
機
関
に
通
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
法
務
局
で
は
、
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る

問
題
を
専
門
に
扱
う
「
子
ど
も
の
人
権
1
1

0
番
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
虐
待
を
見
た

人
、
聞
い
た
人
も
、
勇
気
を
出
し
て
電
話
を

し
て
く
だ
さ
い
。

「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」
を

ご
存
知
で
す
か

　
子
ど
も
の
悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
「
い
じ
め
」
や
学
校
で
の
体
罰
、
困
り
ご
と

な
ど
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。
保
護
者
の
方
か
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

宮
崎
地
方
法
務
局

（
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
）

電
話
0
9
8
5
1
2
0
1
8
7
4
7

i
i

註
｝i日時

賜所

「2005消防・救急フェア」

11月13日（日）　10時15分～12時30分

ロックタウン日向（イベント広場）
｝i催し物　○一日救急隊長（看護師さん）委嘱式i
｛

i
l

l
i
i

○市健康管理課職員による健康相談

○救急隊による救命処置の展示

○高規格救急車の展示・見学

○ロープ渡り体験

○消防車の展示

○エアーテントの展示

○消防パネル

　（阪神淡路大震災・消防活動写真）

○はしご車の展示・体験試乗・地震体験等

il皆様のご来場をお待ちしています。

i…日向地区救急医療対策騰会

ii　　日向市消防本部・消防署・消防団
冒

使用残農薬の回収についてのお知らせ

　JA日向では農産物の安全・安心確保対策の一環として、農産

物への安全使用の遵守と、環境への配慮から、下記のとおり使用

残農薬の回収運動を実施します。

実施期間　平成17年11月15日（火）・11月16日（水）

　　　　　両日とも午前9時から午後3時まで

回収場所　JA日向東郷支店営農経済課

　　　　　JA日向美々津支店営農経済課

　回収費用は、農家負担キロ当たり100円（風袋こみ）とします。

　※印鑑が必要ですので持参ください。

お問合せ先　JA日向東郷支店営農経済圏　　電話69－2115

　　　　　　JA日向美々津支店営農経済課　電話58－1120
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インフォメーション

つη
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……　

蜷
�
ｬ
で
は
町
制
施
行
7
0
周
年

－
を
記
念
し
て
、
1
0
月
1
日
に
町
の

一
三
と
し
て
「
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
」

｝
を
制
定
し
ま
し
た
。

罵
　
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
は
国
指

…
定
天
然
記
念
物
で
、
2
月
か
ら
5
月

…
に
か
け
て
枇
榔
（
び
ろ
う
）
島
と
そ

…
の
周
辺
の
海
で
繁
殖
す
る
海
鳥
で
す
。

・…

坙
{
近
海
に
約
6
、
0
0
0
羽
生
息

．…

ｵ
、
そ
の
半
数
の
約
3
、
0
0
0
羽

…が

�
P
島
で
繁
殖
し
て
お
り
「
世
界

一一

ﾌ
繁
殖
地
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

一「

笆
ﾅ
の
恐
れ
の
あ
る
野
生
生
物
と

　

一
し
て
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」
に
登
載
さ
れ
、

…
年
々
数
が
減
っ
て
い
ま
す
・

…
　
門
川
町
で
は
、
平
成
1
0
年
に
門

一
川
小
学
校
の
四
年
夏
が
製
作
し
た

　

…
「
絵
物
語
」
に
、
各
種
の
資
料
な
ど

一
を
加
え
た
「
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ

…
絵
物
語
」
を
出
版
し
、
皆
さ
ん
に
「
カ

．
〔
幕
難
、
ス
ズ
メ
」
が
「
門
川
掘
建
〕

ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
」
を
知
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
門
川
町
の
よ

さ
を
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
に
託

し
て
世
界
に
発
信
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
「
町
の
鳥
」
と
し
て

も
っ
と
親
し
み
、
門
川
町
は
も
と

よ
り
日
向
・
東
臼
杵
南
部
市
町
村

圏
域
の
美
し
く
か
け
が
え
の
な
い

自
然
環
境
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大

切
に
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

薯
艶
艦
聾

○
職
務
内
容
　
図
書
館
業
務
全
般

○
勤
務
場
所
　
日
向
市
立
図
書
館

○
採
用
期
間
　
平
成
1
8
年
4
月
1

　
日
～
平
成
1
9
年
3
月
3
1
日

○
勤
務
時
間
　
週
3
0
時
間
以
内

　
①
早
出
／
午
前
8
時
3
0
分
～
午

　
後
5
時

　
②
遅
出
／
午
前
1
0
時
1
5
分
～

　
午
後
6
時
4
5
分

○
報
　
　
酬
　
月
額
1
4
万
6
千
円

○
福
利
厚
生
　
雇
用
・
健
康
．
保
険
・

　
厚
生
年
金
に
加
入

○
募
集
人
員
　
3
名

○
募
集
資
格

　
①
日
向
市
及
び
東
郷
町
在
住

　
②
司
書
（
司
書
補
）
・
学
芸
員
・

　
　
学
校
司
書
の
い
ず
れ
か
の
有

　
　
資
格
者

　
③
普
通
自
動
車
免
許
取
得
者

　
④
パ
ソ
コ
ン
が
堪
能
で
あ
る
こ
と

　
⑤
健
康
（
体
力
）
に
自
身
の
あ
る
方

○
募
集
期
間
　
1
1
月
1
0
日
（
木
）

　
～
1
2
月
1
0
日
（
土
）
（
郵
送
の
場

　
合
は
当
日
消
印
有
効
）

○
提
出
書
類
　
自
筆
履
歴
書
（
市

　
販
A
4
紙
の
も
の
を
使
用
）
、
写

　
真
添
付

○
選
考
方
法

　
書
類
審
査
・
作
文
・
面
接

○
提
出
先
及
び
お
問
合
せ
先

　
日
向
市
立
図
書
館

　
　
　
（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

　
〒
8
8
3
1
0
0
3
5

　
日
向
市
春
原
町
1
丁
目
4
7
番
地

　
電
話
5
4
1
1
9
1
9

冨
人
式
案
ユ

　
町
で
は
来
年
1
月
4
日
（
水
）

に
成
人
式
を
さ
く
ら
館
で
行
い

ま
す
。

　
対
象
者
は
昭
和
6
0
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
6
1
年
4
月
－
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

　
1
0
月
上
旬
に
各
中
学
校
卒
業

者
名
簿
及
び
住
民
基
本
台
帳
を

基
に
対
象
者
宛
に
出
席
確
認
の

通
知
を
し
ま
し
た
が
、
対
象
者

で
届
い
て
い
な
い
方
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
係
　
電
話
6
9
1
3
9
0
9

〔
燦
畿
奪
包

日
時
　
H
月
2
0
日
（
日
）
9
時
～

会
場
　
牧
水
公
園
テ
ニ
ス
場

〔
法
律
相
談
〕

日
　
一

場
　
所

相
談
員

11

獅
P
6
日
（
水
）

10

栫
`
1
5
時

町
社
会
福
祉
協
議
会

西
山
律
博
氏

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
電
話
番
号
　
6
9
1
2
2
0
9

日戸■「
　　行
時

政
　
　
相

11

獅
P
6
日
（
水
）

10

栫
`
1
5
時

三

一

場
所
町
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
　
岩
見
次
夫
氏

※
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
－
今
月
の
納
税
置
型
・
1
蓼

讐
薄
墨

番
坦
朋

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
（
1
0
月

H
日
ま
で
受
付
た
分
）

《
香
典
返
し
》

◎
鶴
野
内
の
宮
田
孝
茂
さ
ん
よ
り

（
ヤ
ス
子
さ
ん
逝
去
）

◎
下
渡
川
の
甲
斐
直
美
さ
ん
よ
り

（
強
さ
ん
逝
去
）

◎
羽
坂
の
根
本
芳
孝
さ
ん
よ
り

（
朝
子
さ
ん
逝
去
）

《
一
般
寄
付
》

◎
鶴
野
内
区
よ
り

◎
福
瀬
の
海
野
八
千
代
さ
ん
よ
り

◎
福
瀬
の
岩
田
広
信
さ
ん
よ
り

《
台
風
1
4
号
被
害
義
援
金
》

◎
寺
迫
区
よ
り

◎
寺
迫
婦
人
会
よ
り

◎
青
柳
内
科
循
環
器
科
よ
り

◎
邑
智
組
合
よ
り

◎
山
ノ
ロ
組
合
よ
り

◎
落
鹿
組
合
よ
り

◎
中
尾
組
合
よ
り

◎
庭
田
組
合
よ
り

◎
日
向
青
年
会
議
所
よ
り

◎
門
川
の
河
野
マ
キ
ノ
さ
ん
、

　
請
関
明
子
さ
ん
よ
り

◎
佐
伯
市
の
川
島
智
利
さ
ん
よ
り

※
被
害
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て

は
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

受
付
を
し
た
各
組
合
・
団
体
、

町
外
者
の
み
を
記
載

▲
戸
轟
饗
轡

　
　
（
9
月
届
出
分
）

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

松 田 宮 春

田 中 田 田
氏

サ キ ヤ シ

ワ ク ス ゲ

ノ エ 子 子 名

84 80 78 76 年

歳 歳 歳 歳 齢

小
野

薫～小

�

鶴
野

小
野

住

田 團田 内 田 所
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　　　　　　　　　　　　　　　　　G輸繭㊨

鯵『象㌔鵡転

　　　　　ゆ奪山陰保育園〔多巻

　　　　　辞表区　中水流
　　　　　　　　かおる

　　　　　農鋼諸「麺謝、乖

　「みんなとバルーンをしたよ」

　　　　　　　　福瀬区　広瀬

　　　　　　　　　　　ゆう　せい

　　　　　「地球が泣いているよ」

※「地球環境を守る」の話を聞いて薫さんが感じ描いた作品

賞翼賞賞賞翼賞筒輿
翻（㊥i謁籐
罠翼囲関賞賞賞翼賞

第53回宮崎県畜産共進会

　　優等賞　弐席

　寺迫の黒木幸男さんが育成

している繁殖牛「まみ88号」

が10月7、8日都城地域家畜

市場で行われた第53回宮崎

県畜産共進会の親子セットの

部に出場し、見事優等賞弐席

に入賞しました1また、全出場

牛から1点のみ選定される前

駒（ぜんく）賞にも選ばれ2重

の喜びとなりました。おめでと

うございます。

～．馳

’．、9

魯
3

添

・
ゑ
紙
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲

と
ろ
と
ろ
と
梢
火
燃
え
つ
つ
わ
が
寒
き

草
鮭
の
泥
の
乾
き
来
る
な
り
（
黒
松
）

欣
　
一

　
こ
の
歌
は
「
旅
中
即
興
の
歌
・
信
濃
揮
毫
行
脚
記
よ
り
」
と
詞
書
き

の
あ
る
歌
の
一
首
で
あ
る
。

　
牧
水
は
大
正
十
二
年
十
月
二
十
八
日
草
鮭
を
は
い
て
沼
津
の
家

を
出
た
。
御
殿
湯
、
籠
坂
峠
を
越
え
て
河
口
湖
、
精
進
湖
を
経
て
八

ヶ
獄
南
口
の
念
場
が
原
を
歩
き
、
千
曲
川
上
流
の
渓
谷
を
た
ず
ね
、

大
深
山
村
付
近
の
居
酒
屋
で
休
ん
だ
時
の
作
品
で
あ
る
。

　
こ
の
歌
の
前
後
に
「
泥
草
鮭
踏
み
入
れ
て
其
処
に
酒
を
わ
か
す
こ
の

国
の
囲
櫨
裡
な
つ
か
し
き
か
な
」
「
居
酒
屋
の
禍
火
の
け
む
り
出
で
て

ゆ
く
軒
端
に
冬
の
山
晴
れ
て
見
ゆ
」
と
い
う
作
品
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
作
品
で
わ
か
る
よ
う
に
、
牧
水
は
山
村
の
居
酒
屋
で
暖
を
と
り
な

が
ら
酒
を
飲
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
歌
の
意
味
は
「
い
ろ
り
に
は
と
ろ
と
ろ
と
木
の
切
れ
端
が
燃
え
て
い

て
、
私
の
冷
た
く
濡
れ
て
い
る
草
鮭
の
泥
が
よ
う
や
く
乾
き
は
じ
め
て

き
た
」
と
解
し
て
あ
る
。

　
牧
水
は
塩
鮭
が
好
き
で
あ
っ
た
。
随
筆
「
草
鮭
の
話
・
旅
の
話
」
の
中

で
「
私
は
草
鮭
を
愛
す
る
、
あ
の
、
枯
れ
た
藁
で
、
柔
ら
か
に
ま
た
巧

み
に
作
ら
れ
た
草
鮭
を
。
あ
の
草
鮭
を
程
よ
く
両
足
に
穿
き
し
め
て

大
地
の
上
に
立
つ
と
、
急
に
五
体
の
締
ま
る
の
を
感
ず
る
」
と
書
い
て

い
る
。
さ
ら
に
「
草
鮭
を
捨
て
る
時
が
ま
た
あ
わ
れ
で
あ
る
。
い
か
に

も
此
処
ま
で
道
づ
れ
に
な
っ
て
来
た
友
人
に
で
も
別
れ
る
様
な
う
ら

淋
し
い
別
離
の
心
が
湧
く
」
と
も
書
い
て
い
る
。

（
若
山
牧
水
著
「
新
編
み
な
か
み
紀
行
」

志
垣
澄
幸
著
「
牧
水
百
歌
」
大
谷

和
子
著
「
名
歌
即
訳
若
山
牧
水
」

よ
り
）
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